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1.  はじめに

1995年 3月に日本で発生した同時多発テロ事件

（通称：地下鉄サリン事件）以降、日本でも化学兵

器等による無差別テロ対策は喫緊の課題である。

警戒対象物はその頭文字から CBRN（シーバーン：

C：有毒化学剤、B：生物剤、R：放射性物質、N：

核兵器）と呼ばれている。爆発物（E）を含めて

CBRNEと呼ばれることもある。大規模なイベン

ト会場や大型施設など危険が予測されるエリアに

は警報システムを構築して備え、有事には迅速な

状況把握と安全な避難誘導で安心・安全を確保す

る必要がある。例えば、日本では 2020年に開催さ

れる「第 32回オリンピック競技大会（2020／東京）」

「東京 2020パラリンピック競技大会」、2025年に

開催される「2025年日本国際博覧会（略称：大阪・

関西万博」を間近に控えテロ対策の必要性はさら

に高まっている。

このような社会要請に応じるため IHIと共同開

発した「CBRN早期警報システム」および「ゲート

型・CBRN早期警報システム」の特徴を紹介する。

2.  製品紹介

（1）CBRN 早期警報システム（1）

本製品は、図 1、図 2に示すように、一例とし

て屋外のイベント会場・地下鉄駅等の重要施設に
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図 1　CBRN 早期警報システムの屋外でのイベント会場使用例
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CBRNテロが発生した時に安全な避難指示を示唆

する情報を提供するシステムである。本システム

はセンサ部を設置したエリア内の放射線・化学剤

および生物剤の存在を高精度かつリアルタイムで

検知する特徴を有している。センサ部の主要諸元

を表 1に示す。センサ部には標準装備として化学

剤センサ、放射線センサを搭載している。なお、

生物剤センサは追加オプションとして接続可能で

ある。本システムは複数のセンサ部をエリア内に

展開設置し、センサ部で検知した情報を無線また

は有線通信により、監視／操作用端末に伝達し、

エリア内の情報を集めて集中監視することがで

き、CBRNテロが発生し、危険が予測される場合

には瞬時に警報を発する。なお、センサ部は最大

50台まで接続することができる。

（2）ゲート型・CBRN 早期警報システム

本製品は、図3に示すようにイベント会場や重要

施設等の入口に設置されたセキュリティゲートに

表 1　CBRN 早期警報システム センサ部の主要諸元

図 2　CBRN 早期警報システムの地下鉄駅での使用例
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追加設置して使用する。ゲート部には、図 4に示す

ようなセンサ部およびエアシャワーが内蔵されて

おり、人体や衣服に付着した物質をエアシャワー

により吹き飛ばし、吹き飛ばした物質をセンサ部

が吸引する仕組みになっている。CBRNテロの警戒

物質を所持または取り扱った人物がゲートを通過

した場合には、警報を発することで、人物を特定す

ることができる特徴を有している。主要諸元を表 2

表 2　ゲート型・CBRN 早期警報システムの主要諸元

ゲート型・CBRN早期警報システム

エアシャワー部 センサ部

図 3　セキュリティゲートでの運用例

吸引シミュレーション

図 4　ゲート型・CBRN 早期警報システムの例
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に示す。

本システムは、CBRN早期警報システムのセン

サ部を応用開発した製品である。CBRN早期警報

システムが発生した CBRNテロに対して、警報を

発するシステムであるのに対して、本システムは

テロ行為に使用されるCBRNテロの警戒物質を所

持している可能性のある人物を特定するシステム

である。

3.  今後の展開

本製品は、「危機管理産業展2019（RISCON TOKYO 

2019）」「テロ対策特殊装備展 ’19（SEECAT2019）」

（青海展示棟・東京ビックサイト、2019.10.2～ 4）に

図 5に示すように出展し、警察、消防、自衛隊、

セキュリティ会社のお客さまの好評を得た。セ

キュリティ分野の事業拡大に貢献できるよう受注

活動を実施中である。
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図 5　ゲート型・CBRN 早期警報システムの展示


